
東日本大震災救援 
 3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震及び長野県北部を震源とする地震は、多数の死傷者、家屋の倒壊・流出など甚大な被害をもたらし

ています。こうした中、多くの方が避難生活を余儀なくされ、被災家庭の子どもたちの学習と生活をめぐる状況も大きな困難を抱えていること

が予想されます。学校の施設等にも被害が及び、すでに臨時休校や高校入試日程の延期など教育活動に支障をきたしています。 

 豊中の教職員は、１６年前、阪神淡路大震災の被災地域の教職員として、支援の活動の取り組んだ経験があります。 

学校関係の状況を確認するなどした後、必要とされる救援・支援を行うところですが、現在、交通手段の確保等もままならず、現段階では現地

調査ができる状況にないとの全教報告もあり、当面の緊急支援として救援カンパを訴えるものです。寄せられたカンパの使途については、全教

本部が各地の教育委員会や学校など現地の要請と状況に対応して検討します。 

○救援カンパのお願い         ○市民への救援カンパを訴える宣伝活動 

                                                           

 

 

                                   

                           

 

緊急 

カンパ袋を職場に届

けています。 

ご協力願いします。 

３月１８日（金） 午後６時～７時 

場所 豊中駅前 救援カンパを市民に

訴えます。ごいっしょ

に訴えましょう。参加

をよびかけます。 

全教豊中教職員組合 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/ 


